
 

数学テスト３年   教科書 ～ｐ１１９  ３年  組  番 名前          

 

１ 次の（１）から（７）の問いに答えなさい。【知識・技能 ２点×７問】 

（１） 









3

2

4

1
 を計算しなさい。 

 

 

（２） 方程式   11347  x  を解きなさい。 

 

 

（３） )(3)3(2 yxyx   を計算しなさい。 

 

 

（４） xxyyx 6224 2   を計算しなさい。 

 

 

（５） 等式 532  yx
 
を， xについて解きなさい。 

 

 

（６） 連立方程式 









132

375

yx

yx
 を解きなさい。 

 

 

 

（７） 赤玉４個，白玉２個が入っている袋から，玉を１個取り出すとき，それが赤玉である確率を 

   求めなさい。 

 

 

２ 次の（１）から（４）の問いに答えなさい。 

（１） 次の①，②の計算をしなさい。【知識・技能 ２点×２問】 

① bbab 5)515( 2   ② 







 xxyyx

2

3
)36( 2

 

 

 

（２） 次の①から③の式を展開しなさい。【知識・技能 ２点×３問】 

① )4)(32(  xx  ② )5)(3(  xx  ③ 
2)5( x   

 



 

 

（３） 次の①から③の式を因数分解しなさい。【知識・技能 ２点×３問】 

① mbmab  ② 49142  xx  ③ 369 2 x  

 

 

（４） １２０にできるだけ小さい自然数をかけて，ある自然数の２乗にするにはどのような数をかければ

よいか求めなさい。【思考・判断・表現 ２点】 

 

 

 

３ 次の（１）から（９）の問いに答えなさい。 

（１） 次の①から③の数の平方根を書きなさい。【知識・技能 ２点×３問】 

① 36 ② 0.09 ③ ５ 

 

（２） 次の①，②の数を を使わないで表しなさい。【知識・技能 ２点×２問】 

① 4  ② ―
64

9
 

 

（３） 次の数のうち，無理数を選びなさい。（完答）【知識・技能 ２点】 

         8， 81.0 ，
9

4
， 3 ， 16  

 

 

（４） 次のア～エのうち，正しいものを一つ選び，そのかな符号を答えなさい。【知識・技能 ２点】 

ア 400は， 20 である。 イ 81の平方根は，9である。 

ウ 2)5( は，5である。 エ  25 は， 5 である。 

 

（５） 次の数を，小さい方から順に並べなさい。（完答）【知識・技能 ２点】 
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（６） 次の①，②の計算をしなさい。【知識・技能 ２点×２問】 

① 728   ② 3824   

 



（７） 次の式を簡単にしなさい。【知識・技能 ２点×２問】 

① 123   ② 2
2

5
  

 

 

 

 （８） 次の①から③の式を展開しなさい【知識・技能 ２点×３問】 

①  623   ②  2162   ③   5757   

 

 

 

（９） ３＜ a ＜４ をみたす自然数 aの個数を求めなさい。【思考・判断・表現 ２点】 

 

 

 

 

４ 次の（１）から（３）の問いに答えなさい。 

（１） 次の①から⑥の二次方程式を解きなさい。【知識・技能 ２点×６問】 

① 1923 2＝x  

 

 

② 243 2＝x  

 

 

③ 493( 2＝）x  

 

④ 0202 －－xx  

 

 

⑤ 082 xx －  

 

⑥ 0132 2  xx  

 

 

 

（２） 連続した２つの正の整数があります。それぞれを２乗した数の和が６１になるとき，これらの２つ

の整数を求めなさい。【思考・判断・表現 ２点】 

 

 

 

 

 

（３） 二次方程式 02 aaxx －＋２ の解の１つが１であるとき，もう1つの解を求めなさい。 

【思考・判断・表現 ２点】 

  

 

 

 



５ 次の（１）から（３）の問いに答えなさい。【知識・技能 ２点×３問】 

（１） yが xの２乗に比例し， x＝－３のとき y＝７２である。このとき， yを xの式で表しなさい。 

 

 

 

 

 

（２） 関数 2xy  について， xの変域が－１≦ x≦２のときの y の変域を求めなさい。 

 

 

 

 

 

（３） 関数
2

2

1
xy  について， xの値が－３から－１まで増加するときの変化の割合を求めなさい。 

   

 

 

 

 

６ 図で△ＡＢＣと△ＡＤＥは正三角形です。 

このとき，△ＡＢD≡△ＡCＥとなることを次のように証明しました。 

しかし，書かれている証明は，このままでは正しくありません。 

証明の下線部のうち，いずれか１つを書き直すことで，証明を正しく 

することができます。この証明を正しくするために，下線部アからキまでのうち，どれを書き直せ 

ばよいか，書き直すものを１つ選んで，そのかな符号を書きなさい。また，証明が正しくなるよう 

に，その下線部を書き直しなさい。【思考・判断・表現 ２点（完答）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 

（証明）△ＡＢＤと△ＡＣＥにおいて 

    △ＡＢＣは正三角形なので，    ＡＢ＝ＡＣ             ……① 

                    ∠ＢＡＣ＝６０°           ……② 

    △ＡＤＥは正三角形なので，    ＡＤ＝ＤＥ             ……③ 

                    ∠ＥＡＤ＝６０°           ……④ 

    ②より，  ∠ＢＡＤ＝∠ＢＡＣ+∠ＣＡＤ＝６０°+∠ＣＡＤ          ……⑤ 

④より，  ∠ＣＡＥ＝∠ＥＡＤ+∠ＣＡＤ＝６０°+∠ＣＡＤ           ……⑥ 

⑤，⑥より，          ∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＥ          ……⑦ 

①，③，⑦より，２組の辺とその間の角が，それぞれ等しいので， 

△ＡＢＤ≡△ＡＣＥ 
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オ 

カ 



 ７ 右の図で，Ｏは原点，Ａ，Ｂは関数
2

2

1
xy  のグラフ上の点です。 

  また，Ｃは y軸上の点で，その y座標は正です。 

   点Ａ，Ｂの x座標がそれぞれ４，－２のとき，次の（１）から（３）                   

の問いに答えなさい。【思考・判断・表現 ２点×３問】 

 

 

（１） 直線ＡＢの式を求めなさい。 

 

 

（２） △ＡＢＯの面積を求めなさい。 

 

 

（３） △ＡＢＯと△ＡＣＯの面積が等しいとき，点Ｃの座標を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

８ 田中さんと中村さんが，同じスタートラインに立っています。2人でじゃんけんをして，勝った方が2歩 

前へ進み，負けた方が1歩後ろへ下がるゲームをしました。 

  次の（１）から（３）の場合について，問いに答えなさい。ただし，2人の歩幅は同じで，あいこはな 

いものとします。【思考・判断・表現 ２点×３問】 

（１） 6回じゃんけんをしたら，田中さんは， 

    勝，負，勝，負，負，勝 

   という結果になりました。このとき，田中さんはスタートラインより何歩前にいますか。 

 

 

 

（２） １０回じゃんけんをして，田中さんが6回勝つと，田中さんはスタートラインより何歩前に 

   いますか。 

 

 

 

（３） 8回じゃんけんをして，中村さんが5回勝つと，2人の間は何歩離れていますか。 

            

  

 

  









基礎学力調査（３年）集計表 調査人数 189 人

正答 R5年度正答率 ↑↓ R4年度正答率 R3年度正答率 誤答例 無答率

75.1 ↓ 91.6 91.7 11/12，5/12 0.5

83.6 86.2 79.6 -2 2.6

84.1 84.7 84.7 x-3y，x-9y 1.1

78.8 80.1 77.0 0.5

73 75.1 70.9 5月2日 7.4

81.5 80.5 78.0 (-1,1) 6.3

91 ↑ 84.3 84.7 1/6 2.6

① 87.3 84.7 84.7 15ab-b 1.1

② 64.6 62.8 64.2 4xy+2y 4.2

① 74.6 ↓ 82.4 76.4 2x²-16x-12 3.7

② 86.2 87.0 85.3 2.1

③ 87.8 85.1 86.6 x²-25 2.1

① 71.4 69.0 67.7 m(ab-b) 10.1

② 81.5 83.1 85.0 (x+7)(x-7) 6.9

③ 47.1 ↑ 37.9 33.9 (3x+6)(3x-6) 6.9

51.3 47.9 48.2 6 25.9

① 74.1 74.7 77.3 6 8.5

② 73 70.9 68.7 ±0.03 3.7

③ 81.5 79.3 79.6 √５ 1.6

① 84.7 ↑ 78.9 76.4 ±２ 1.6

② 81 ↑ 75.9 78.3 ±2,16 6.9

63 64.8 61.7 8.5

ウ 53.4 55.2 46.3 ア,イ 3.7

42.9 44.8 37.7 有理化したものを書く 8.5

① 61.9 ↓ 69.7 64.5 ±2 4.8

② 65.6 68.2 68.7 ±3 4.8

① 72.5 72.0 75.7 6.3

② 54 55.9 57.5 11.1

① 66.7 ↓ 72.0 73.5 14.3

② 52.4 51.7 56.2 25-2√6 17.5

③ 67.7 ↓ 76.6 77.0 5 13.2

60.3 ↓ 66.3 71.6 3，7，14個 16.4

① 58.7 ↓ 65.5 68.1 8 12.7

② 57.7 61.3 63.9 ±√２ 9

③ 53.4 ↓ 60.5 62.3 ±２√10，10,-4 14.8

④ 65.6 ↓ 70.9 71.6 -3±√75 15.3

⑤ 56.1 ↓ 70.1 61.3 8 20.6

⑥ 57.1 ↓ 67.0 61.0 1 21.2

57.7 ↓ 61.7 62.9 -6,5 26.5

54 ↓ 58.2 61.7 2 30.7

64.6 ↓ 71.3 70.0 y=8x，64 15.9

62.4 64.0 66.5 1≦ｙ≦4 16.4

57.1 ↓ 65.9 62.6 -2 18

ウ 46 49.8 51.4 ク 32.3

AD＝AE 44.4 ↓ 51.3 46.6 ∠BAD＝∠EAD 38.1

47.6 ↓ 56.7 59.4 y=3/4x+5，y=1/2 31.7

42.3 ↓ 48.7 55.9 15，10 36

41.3 ↓ 48.3 55.9 (0,7)，(5,0)，(0,5) 36.5

3歩前 73 ↓ 82.0 85.6 1,2 20.1

８歩前 75.7 73.2 81.2 6，4 16.9

６歩 67.2 ↑ 61.3 64.2 5 18

(4)

(5)

(6)

問題番号

1

(1)

(2)

(3)

(2)

(３)

(３)

(４)

(7)

2

（１）

(２)

(９)

4

(１)

(７)

(８)

(４)

(５)

(６)

3

(1)

6
記号

訂正

(2)

(3)

5

(1)

(2)

(3)

※矢印は，昨年度比４ポイント以上の増減に対して　↑　↓　で表示

8

(1)
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(3)

7

(1)
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(3)
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３年 考察と分析・授業提案 
〇 考察と分析 

問題内容は，「式の展開と因数分解」「平方根」「二次方程式」「関数」の分野である。昨年度と比べ

て，多くの問題で正答率が低下している。式の展開の間違いや，平方根，二次方程式の解の符号の間

違いなど、基本問題での間違いも多くあった。数学科の学習では、既習の内容をもとに関連して考え

る場面が多くあるため，どの分野においても基礎基本の定着が重要である。基礎・基本の定着の不足

が，正答率の低下に大きくかかわっていると考えられる。 

 設題３は，平方根に関する問題である。有理数であるのか無理数であるのかという単純な知識を問わ

れる問題であるが，正答率は 63％と非常に低い。その原因としては，無理数という新しい数の概念形成

ができていないことや，√の中の数を簡単にするという基本的な技能が備わっていないのではないかと

考えられる。このことから，まずは数の概念の拡張をしっかりと行う必要がある。そして，既習してい

る√の中の数を簡単にし，その数が有理数なのか無理数なのかという判断をする。この身につけた技能

と概念を結びつけられるように指導していく必要があると考える。 

〇 授業提案 平方根(教科書 P46～47)  

 数の概念の拡張をするためには，ベン図を利用することが効果的であると考え，本授業を提案する。

はじめに，これまで学習してきた数について振り返る。「自然数」「整数」「小数」「分数」など，ベン図

を使って考える。そして，これまで円の学習を中心に用いてきた「π」はどのような数なのか問いかけ

る。「π」は循環しない無限小数になるので分数で表すことができないため，新しい数の概念が必要にな

ってくることに気付かせる。そこで，「無理数」を教える。その上で√の中の数を簡単にする問題に取り

組み，簡単にした数がどのような数に分類されるのかを考える。技能の習得だけでなく数の概念にも着

目できるようにする。 

 

 

 

３（３）次の数から無理数を選びなさい。 

 

8 ， 81.0 ，
9

4
， 3 ， 16  

 

 
正答率 63.0%(昨年度 64.8%) 無答率 8.5% 

誤答例 
4

9
 ， 3   

学習課題へのつながりを意識するために，授業の導入で，

中学１年で学習した「数の世界のひろがり」を復習する。 

循環小数については，生徒に興味関心をもってもらえるよう

に，小数から分数に表す方法を紹介してもよい。 


